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インターバンクの声 （2016年 4 月 21 日） 
 

ニューヨーク市場の昼過ぎ、ドル円は４月１５日に付けた１０９円７３銭を超えたものの、

そこから１１０円に向けてブレーキが掛ってしまった。少し下げていた原油相場が米

エネルギー情報局（ＥＩＡ）の在庫週報で在庫が減少していたことで回復に向かい、３

月の米中古住宅販売件数も予想を上回ったことで、もう一段ドルが上がってもおか

しくないようにも見えたが買いが続かなかった。やはり、一部から聞こえていた１１０円

ストライクのオプションが昨日のニューヨーク午後５時に大量に期限を迎えていたの

が邪魔していたのかも知れない。対円では動かなくなってしまったドルは、代わりに

対ユーロで動かしに掛かったようにも見えたが、こちらは１．３０００ドルがストライク価

格だったオプションを切り崩したが、勢いはつかなかった。ドラギ総裁からハト派寄り

の発言があるだろうとの思惑がもっぱらだが、あまり深追いはしたくないのだろう。市

場参加者も今週は少しやる気を失っているようだ。 
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